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○ 農業用施設の改修・新設

○ 排水機場の新設

○ 農業用施設の改修・新設

○ 排水機場の新設

地下水汲上げ等に起因した地盤沈下
の防止のための水源転換と、地盤沈
下により機能低下した農業用施設の
機能復旧

地下水汲上げ等に起因した地盤沈下
の防止のための水源転換と、地盤沈
下により機能低下した農業用施設の
機能復旧

干ばつ被害

県営地盤沈下対策事業とは

地下水くみ上げ

農業経営の安定と県土保全

に資する。

農業経営の安定と県土保全

に資する。

用排水路の改修

排水機場の新設

湛水被害 地盤沈下による被害

施設の抜け上り

用水路の改修・新設

用水路に亀裂



白石平野地区

佐賀中部地区

県営地盤沈下対策事業 事業実施地区位置図



白石平野地区における
地下水揚水量と地盤沈下の関係
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（１）水源転換

・地下水の過剰汲み上げにより、地盤沈下が進行したため、農業用施設等

の抜け上がりが発生するなど、地域農業に多大な被害をもたらしている。

・このため、農業用水源を地下水から地表水に切り替えるために必要な施

設を新設・改修することにより、地盤沈下の防止を図る。

抜け上がった
揚水ポンプ場

抜け上がった
農業倉庫

倉庫の基礎杭

地下水の汲み上げ状況



（２）機能復旧

・地盤沈下の進行に伴い水路など農業用施設の機能低下が発生しているた
め、施設の改修を行い、機能回復を図る。

・地盤沈下により慢性的な湛水被害が発生しているため、排水機場の新設を
行い、農地や農業用施設を湛水被害から未然に防ぐ。

白石町新明地区

白石町大福地区

亀裂が入った
農業用水路

湛水した農地、農業用施設



嘉瀬川ダム

江北町

白石平野
揚水機場

有明１号
排水機場

有明３号
排水機場有明２号

排水機場

白石町

大町町

武雄市

筑後川下流白石地区（完了)

○ 事業量

用水路 L= 15.6 km

排水路 L= 13.0 km

排水機場 ３ヶ所

○ 事業費 21,215百万円

○ 工 期

S51～H12年度

筑後川下流地区

○事業量

用水路 L= 12.6 km

○ 事業費 24,911百万円

○ 工 期

S51～H23年度(予定)

筑後川下流白石平野地区

○ 事業量

用水路 L= 18.7 km

揚水機場 １ヶ所

○ 事業費 38,210百万円

○ 工 期

H12～23年度(予定) 小城市 佐賀市

凡　　例

用水路（管水路）

用水路（管水路）

揚 水 機 場

用水路（管水路）

排 水 路

排 水 機 場

国営事業 （ 筑後川下 流地 区 ）

国営事業（筑後川下流白石平野地区）

国営事業（筑後川下流白石地区）

佐賀西部
導水路

川上頭首工

嘉瀬川ダム
○総貯水量 7,100万m3

（かんがい用水 2,930万m3）

○ 事業費 178,000百万円

○ 工 期

S48～H23年度(予定)

関連する国営事業

佐賀西部導水路
白石線

山脚導水路

白石導水路
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県営地盤沈下対策事業 白石平野地区

※上段（ ）はⅡ期地区分

大町排水機場

佐留志排水機場

龍神排水機場

新拓排水機場

新明排水機場廻里江排水機場

朝日ダム

焼米池

永池溜池

嘉瀬川池

梅
ノ
木
谷
溜
池

○ 事業量
１）水源転換

（１１，５８０ｍ）
用 水 路 Ｌ＝２９，５３３ｍ

２）機能復旧
（１０，１９３ｍ）

用 水 路 L＝１６，５００ｍ
（７，５９７ｍ）

用排水路 L=１３３，３３１ｍ
（５ヶ所）

排水機場 ６ヶ所
（１ヶ所）

貯 水 池 １ヶ所
（１ヶ所）

調 整 池 １ヶ所 等

（１５，７５９，７００千円）
○ 事業費 ５３，８７７，６９０千円

（平成１１～平成２３年度）
○ 工期 昭和５０～平成２３年度

有明貯水池

機　　　能　　　復　　　旧

凡　　　　　例

国営用水路（ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ）

用 水 路 （ 開 水 路 ）

水　　　源　　　転　　　換

調 整 池

排 水 機 場

国 営 排 水 路

県 営 地 盤 沈 下 対 策 事 業
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排 水 機 場

用 水 路 （ 開 水 路 ）

貯 水 池

用水路 （ ﾊ ﾟ ｲ ﾌ ﾟ ﾗ ｲ ﾝ ）

用 排 水 路
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事業の実施

事 業 の 効 果

（１）水源転換
（２）機能復旧

排水機場の整備
（龍神排水機場）

用排水路の改修

用水路の新設

【費用対効果】

・総 費用（C） ： ５３，８７７，６９０千円

・総便益（B） ： ６１，３５１，２３７千円 （被害防止額）
〈内訳〉 農業被害（農地、農作物、農業用施設） ：４５，０１１，２３７千円

一般、公共土木施設等被害 ：１６，３４０，０００千円

・費用便益比（B/C）：61,351,237千円 / 53,877,690千円 ＝ １．１４



優良農地の確保・農地の高度利用・担い手の育成

佐賀農業農村の持続的な発展を目指す

たまねぎ（指定産地） 大豆（転作）

冬レタス（指定産地）
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事業の継続（工期延期）について

・平成20年度までの事業費進捗率は89.0％
・しかし、年度事業費に限度があるため、嘉瀬川ダムの事業完了に合わせ、
平成23年度までに水源転換を完了させる
・残る機能復旧（新拓排水機場と福富調整池）は平成24～28年度に整備を行いたい

事業効果が発現するためには、すべての工事を完了させる必要があり、

そのため、平成２８年度まで事業の継続が必要

現 計 画

【内  訳】

水源転換

機能復旧

S50 H10 H11 H20 H21 H28H24H23

総事業費；53,877,690千円

Ⅰ期；S51～H10
       38,117,990千円

Ⅱ期；H11～23
       15 ,759,700千円

工事費；4,897,299千円　用水路 L=29,533m

工事費；42,228,005千円　排水機場 ６ヶ所　等

H20まで；3,532,285千円（進捗率72.1％）
              用水路 L=20,139ｍ

H20まで；38,285,496千円（進捗率90.7％）
              排水機場 ５ヶ所　等

用水路
L=9,394ｍ

新拓排水機場
福富調整池

H20まで；47,924,290千円（進捗率89.0％）


